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次世代を支える子ど
もたちの自然への理
解や地元愛の醸成等
を目的に、自然体験
教室を地元新聞社と
共同で主催

生
き
る
人
、自
然
。

南
の
島
の
絆
を
世
界
へ
、未
来
へ
。

Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
は
、鹿
児
島
県
か
ら
沖
縄
県
に
ま
た
が
る
奄
美
大
島
、

徳
之
島
、や
ん
ば
る（
沖
縄
島
北
部
）、西
表
島
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
目
指
し
、

地
域
の
魅
力
を
積
極
的
に
発
信
す
る
と
同
時
に
、そ
の
貴
重
な
自
然
の
景
観
や
地
形
、

そ
こ
に
生
息
す
る
希
少
な
動
植
物
や
独
自
の
生
態
系
が

将
来
に
わ
た
り
守
ら
れ
る
よ
う
、地
域
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地域と もにと

奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び西表島 JAL
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　胸
が
高
ま
る
、
南
国
の
青
く
澄
ん
だ
海
と
森
。
訪
れ
る

人
が
抱
く
旅
へ
の
興
奮
は
、
亜
熱
帯
の
熱
を
帯
び
て
一
気

に
高
ま
り
ま
す
。

　気
候
に
恵
ま
れ
、
世
界
的
に
も
稀
な
生
物
多
様
性
を
発

展
さ
せ
て
き
た
奄
美
大
島
、
徳
之
島
、
沖
縄
島
北
部
及
び

西
表
島
。
J
A
L
で
は
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
世
界
自
然

遺
産
登
録
を
目
指
し
、
2
0
1
6
年
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
通
じ
た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　特
に
2
0
1
8
年
に
入
っ
て
か
ら
は
、
対
象
地
域
を

つ
な
ぐ
新
路
線
の
開
設
に
加
え
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
機
内
誌「
S
K
Y
W
A
R
D
」

で
は
、
4
～
6
月
の
3
カ
月
間
に
わ
た
り
こ
れ
ら
の
地
域

を
紹
介
。
奄
美
群
島
に
住
む
人
々
の
暮
ら
し
や
文
化
、
地

元
の
人
々
に
愛
さ
れ
続
け
る
自
然
、
太
古
よ
り
生
き
続
け

る
貴
重
な
動
植
物
の
生
態
や
島
の
魅
力
ま
で
、
ふ
ん
だ
ん

に
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
機
内
ビ
デ
オ
で
は
、
お
笑
い
コ
ン
ビ
「
パ
ッ
ク

ン
マ
ッ
ク
ン
」
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
番
組
で
奄
美
大
島
の
島

唄
、
グ
ル
メ
な
ど
を
紹
介
。
さ
ら
に
、
沖
縄
県
を
巡
る
ツ

ア
ー
な
ど
に
よ
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
展
開
や
、
世
界
自
然
遺

産
候
補
地
を
訪
れ
る
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
プ
ラ
ン
な
ど
も
用
意

し
て
き
ま
し
た
。

機内誌「SKYWARD」や
Webサイトなどを通じて、
地域の魅力の情報発信を
行っています

写真提供：モモト

南
国
を
も
っ
と
身
近
に

J
A
L
が
届
け
る
大
自
然
の
魅
力
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　特
に
2
0
1
8
年
7
月
1
日
か
ら
は
、
鹿
児
島
空
港

を
拠
点
と
す
る
日
本
エ
ア
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
が
、「
奄
美
群

島
ア
イ
ラ
ン
ド
ホ
ッ
ピ
ン
グ
ル
ー
ト
」
を
開
設
。
奄
美

大
島
か
ら
沖
縄
（
那
覇
）
ま
で
の
島
々
を
結
ぶ
こ
と
で
交

流
人
口
の
拡
大
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
元
T
H
E 

B
O
O
M
の
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
で
音
楽
家

の
宮
沢
和
史
さ
ん
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
ツ
ア
ー
「
琉
球

弧
の
唄
と
自
然
を
訪
ね
て
」
で
は
、
島
の
唄
を
歌
い
継
ぐ

地
元
の
方
々
の
思
い
に
触
れ
、
島
を
深
く
知
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
通
じ
て
、

地
域
の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

　地
域
に
観
光
客
を
呼
び
込
む
活
動
に
力
を
入
れ
る
一

方
で
、
観
光
化
は
自
然
破
壊
な
ど
に
つ
な
が
る
側
面
も
。

地
域
と
の
共
生
を
通
じ
た
持
続
可
能
な
発
展
に
向
け
、

J
A
L
で
は
、
民
泊
事
業
を
通
じ
て
地
域
活
性
化
に
取

り
組
む
株
式
会
社
百
戦
錬
磨
（
以
下
、「
百
戦
錬
磨
」）
と

の
協
業
に
よ
り
、
空
き
家
や
古
民
家
を
活
用
し
た
ツ
ア
ー

を
ご
提
供
し
て
い
ま
す
。
こ
の
企
画
は
、
地
域
の
体
験
型

宿
泊
を
得
意
と
す
る
百
戦
錬
磨
が
、
各
地
の
観
光
資
源
を

発
掘
し
、
J
A
L
が
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
送
客
を
担
う

こ
と
で
、
交
流
人
口
の
拡
大
や
宿
泊
施
設
不
足
の
解
消
、

そ
し
て
持
続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で

す
。
そ
の
モ
デ
ル
地
域
第
1
弾
と
し
て
奄
美
エ
リ
ア
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　さ
ら
に
、
企
業
間
の
み
な
ら
ず
、
地
元
行
政
や
住
民

の
方
々
と
の
連
携
も
進
め
て
い
ま
す
。
希
少
動
物
を
含

め
た
生
態
系
保
護
を
目
的
と
し
た
「
ロ
ー
ド
キ
ル
防
止
標

識
」
の
設
置
、
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
見
据
え
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
主
催
な
ど
が
そ
の
一
例
で
す
。
2
0
1
7
年

8
月
に
は
、
奄
美
大
島
で
「
夏
休
み
親
子
自
然
教
室
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
J
A
L
と
日
本
エ
ア
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー

の
客
室
乗
務
員
に
よ
る
「
空
の
教
室
」
や
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ

カ
ヌ
ー
体
験
、
干
潟
で
の
生
物
観
察
な
ど
を
通
じ
て
、

地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
環
境
意
識
の
啓
発
や
地
元
愛
の

醸
成
、
次
代
を
担
う
将
来
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
礎
と
な

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　2
0
1
6
年
か
ら
始
ま
っ
た
J
A
L
の
世
界
自
然
遺

産
登
録
に
向
け
た
活
動
は
、
今
年
で
3
年
目
。
奄
美
大

島
、
徳
之
島
、
沖
縄
島
北
部
及
び
西
表
島
を
つ
な
ぐ
エ

ア
ラ
イ
ン
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
さ
ま
と
一

体
と
な
っ
た
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

希少な動物や生態系の保護に貢献する「ロードキル防止標識」

民泊サービスを提供する百戦錬磨と連携し、地域に根ざしたパッケージ
ツアーを開発

徳之島名物の闘牛。アイランドホッピングでは個性溢れる島々を楽しん
でいただけます

世界自然遺産登録を見据えたシンポジウムを主催

地
元
に
根
ざ
し
た

持
続
可
能
な
発
展
へ
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　JALグループでは、熊本にて「地元の復興応援」と「被
災された方のこころの支援」につながる取り組みを行っ
ています。社員を対象に実施している九州復興応援研
修では、熊本地震で被害の大きかった益城町を訪問し、
地震当日からこれまでの貴重なお話を地元の方から伺っ
ています。また、研修を繰り返す中で地元の方とのつな
がりも深くなり、東京のJAL本社ビルで開催した熊本物
産展では、益城町の方に震災講話を行っていただくとと
もに、地元婦人会の方が被災した家屋から取り出した
着物などの生地で作成したポーチを販売しました。
　このほか、「熊本城・阿蘇神社等被災文化財復興支
援委員会」を通じて熊本城・阿蘇神社への復興支援金
の寄附を行うなど、今後も熊本の復興支援を続けてい
きます。

　福岡県朝倉市産の“空飛ぶ野菜”「博多万能ねぎ」。
JALは、1978年から航空輸送のパートナーとして、
福岡から東京・大阪へと万能ねぎをお届けしていま
す。万能ねぎのパッケージには、JALのロゴもプリン
トされ、空輸でお届けしていることを示しています。
　しかし、2017年7月に発生した九州北部豪雨に
より、朝倉市のねぎ畑も被害を受けてしまいまし

た。JALでは社員からボランティアを募り、被害
を受けたビニールハウスから泥や瓦礫を撤去するな
ど、複数回にわたってお手伝いしました。40年の
関わりがある万能ねぎに対しては、社員の思い入れ
も一
ひとしお
入。ほかにも、マイル寄附の募集、義援金の

寄附、救援物資の提供、社員募金などさまざまな
活動を通じて復興支援に取り組んでいます。

ボランティア活動を通して、生産者の皆さんとの絆も強くなりました

「博多万能ねぎ」を
モチーフにしたロ
ゴを国内線就航機
に描きました

婦人会の方が販売するポーチの一
つ一つに JAL 社員へのメッセー
ジが同封されていました

復興応援研修のようす

「平成28年熊本地震」の発生とともに、地域への支援を目的に発足した「九州応援プロジェクト」。
この活動は現在も継続して行われています。ここで最近の取り組みについてご紹介します。

Column九州応援プロジェクト、
JALはこれからも続けていきます。

福岡県朝倉市の「博多万能ねぎ」応援活動

40年の間に育んだ絆を、これからも

熊本復興応援活動

熊本の方々の“思い”に寄り添える復興支援を目指して

地域と もにと




